
柳 井 町 

合 同 ジ ャ ズ ラ イ ブ 

実施日 ： 平成 21 年 12 月 6 日 

松山大学地域研究サー クル 「 五友の会 」  

報告書 

参加団体 ： 松山大学  「 五友の会 」  

    ： 愛媛大学  音楽研究会 「 バチ ェ ラ ーズ 」  

    ： 愛媛大学  軽音楽部 「 サウン ド ソ リ ュ ーシ ョ ン 」  

    ： 柳井町再生プロ ジ ェ ク ト  「 Steady Crew 」  

 

 平成 21 年 12 月 6 日、 柳井町商店街にて 

「 学生イベン ト 企画第 2 弾 、 も っ と集まれ合同ジ ャ ズラ イブ！ 」 を開催し 、  

学生 ・ 住民を合わせ 、 総勢 70 人ほどの人が柳井町に集ま り 、 商店街に賑わいが生まれま した 。  

前回は 、 夜の演奏で寒かっ たこ とから 、  

お客さんが集ま り に く かっ たので 

今回は 、  

あえて時間帯を昼間に設定し ま し た！！！ 

する と ど う で し ょ う 、  

この日は昼間もかな り寒かっ たです （ 泣 ）。  

 

 

しかし 、  

寒さ とは関係な く 前回よ り も 

確実にお客さんが集ま っ て く ださいま し た！ （ More 泣 ）  

 

                      

 当日の準備の様子です 。  

                     午前 11 時に愛媛大学の部室塔に到着する と 、  

                     愛媛大学軽音楽部の皆さんが 、  

                     楽器を建物の入り口ま で運び出し て く れていて 

                     スムーズに積み込みができ ま し た 。  

                     このと きから寒かっ たですね～ 。  

 

 

 

 

 



                     商店街での舞台準備の様子です 。  

                     あれ っ！！  なん とパイ プ椅子に 、  

                     小学校用の椅子が混じ っ ていま すね 。  

                     そ う なんです 。 商店街のイベン ト では 、  

                     機材を揃えていないこ とから 

こ んなこ と も起き て し まいま す 。  

しかし 、 それが返っ て学生の手作り感が出るんですね 。 

バン ド の皆さんのう けはバ ッ チ リ で した！ 

 

 

                        

も ちろん私ど ものサー クル 「 五友の会 」 も 

参加し て , 当日は 「 おでん 」 と 「 焼き芋 」 を 

用意し ま し た 。 おでん 80 円 ・ 焼き芋150円 。  

準備は万端です！！ 

 

（ おでんの仕込みは前日の夜中に行いま した ）  

 

 

                       

愛媛大学音楽研究会の代表 、 枝松君 。  

                     演奏開始時の挨拶を し て く れま した 。  

                     「 私たちの演奏で柳井町商店街を 

盛上げます！ 」  

                      と力強く 意気込みを語り演奏ス タ ー ト です 。  

 

 

 

 

 

  学生の演奏を楽し む地域の皆さんです！ 

この日はジ ャ ズのス タ ンダー ド を中心に 、  

「 枯葉 」 「 セン ト ト ーマス 」 「 いつか王子様が 」  

な どが演奏されま し た 。 

 

 

 

 

 

 



 この日のイベン ト の醍醐味の一つは 、 二つのジ ャ ズが楽しめる こ と！ 

ジ ャ ズは 、 2 ～ 6 人ほどの小編成のジ ャ ズ （ コ ンボ ） と ス イ ング ガールズのよ う な 15 ～ 30 人ほど

の大編成のジ ャ ズ （ ビ ッ クバン ド ） があ り ま す 。 

１ ｓ ｔ に 「 コ ンボ 」、 ２ ｓ ｔ に 「 ビ ッ クバン ド 」 の演奏が行われま し た 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コ ンボ                ビ ッ クバン ド  

 

 一生懸命頑張っ て く れた学生に 、 とにか く 喜んでも らいたい！そんな想いを込めて 、  

「 五友の会 」 はいつも演奏の最後にお楽しみを用意し ます 。  

それがさ さやかな 「 さ しいれ 」 です 。  

ボラ ンテ ィ アはタ ダではないと思っ てお り ま す し 、  

「 何かで き る こ と でお礼を し たい 」  

と考えているからです 。 

 

しかし 、 私たちがで き る精一杯のさ しいれは 、  

出演したサー クルの全員にひとつのお芋を出すこ と です 。  

それしかで きなかっ たですが 、 それだけなのに学生は 

本当に喜んで食べて く れま し た 。 （ 感謝 ）  

 

                      補助金も援助もない中で 、  

手伝っ て く れた学生にお芋を出す こ とは 

と ても大変なこ と です 。 （ 予算 ）  

本日のお芋とおでんの売り上げ 5500 円からする と 、  

赤字です 。 しかし 、 イベン ト のと きに自分たちで稼ぎ 、

普段柳井町で 「 五友の会 」 が居酒屋風飲食店 「 UP ・

UP 」 にて イベン ト 費用を稼いでいるから こそ 、  

見るほう も演奏する方も双方が楽しめる イベン ト が実

現するのです 。  

  

 

 



地域活性化は 、 今日 、 明日で簡単に実現する ものではあ り ません 。  

今回のイベン ト も 、 学生が楽し んだだけ 、 一時た く さんの人が集ま っ ただけでは 

商店街が潤うわけではないからです 。  

                       

しかし 、 このよ う な活動を通じ て 

 

商店街を舞台に学生が想い出を造り 、  

（ 想い出の場所は 、 大切にし たい 、  

 失いた く ないと人は感じ る ものです 。）  

                       

 

 

 

                     地域の人が柳井町商店街で足を止め 、  

（ 商店主さん と お客さんの井戸端会議の場 、  

 学生が盛上げよ う と する柳井町が 

これから面白 く な り そ ういう期待創出 。）    

 

 

 

商店主さんが商売のやる気を取り戻す 。  

（ 自分たちの町に賑わいが 

戻っ て き そ う な予感がする 、  

若者のア イデア 、 パワーに刺激を受ける ）  

                     

そんな 「 地域の人づ く り 」 を 

少し ずつ積み重ねてい く こ とが 、  

地域活性化の第一歩に繋がる と信じ ています 。  

 

 

 

 

報告者  

松山大学学生地域研究サー クル 

「 五友の会 」   代表  宮田  潤 

 

 

 

 


